
１．研究の背景と目的 

学校図書館では、生徒の読書ニーズに対

応した適切な「読書のための資料」（以下、

調べる本とは区別するために「読書材」とする）を

提示し、効果的な読書案内を行う必要があ

る。他方、生徒が読書をする場合、多様な

要因から読書材を選択していると考えられ

る。また、選択するための行動もさまざま

である。実際の図書館での生徒は、書架の

間を歩く、表紙を見る、展示を見る、など

読書材を選択するための何らかの行動を行

っている。このような図書館内でのさまざ

まな行動には、読みたい読書材を決定する

要因（話題の本だから、表紙が気に入った

からなど）があり、その要因と行動には密

接な関係がある。そのため、きめ細かく効

果的な読書案内を行うには、生徒の読書材

選択行動の特徴と選択を決定付けた要因に

ついて把握する必要がある。 
そこで、本研究は、これまで明確ではな

った生徒の読書材選択の行動と要因とを明

らかにすることを目的とする。まず、生徒

の選択行動や要因の全体的な特徴を把握し、

さらに読書量の違いや学年の違いが選択行

動や要因に影響を与えているか否かを検討

する。また、調査の結果から、生徒の読書

材選択を援助するための有効な読書案内の

方法を考察する。 
 
２．調査内容 

2006年 6月に、私立女子校の中学生高校
生 1,000名を対象とした質問紙調査と、学
校図書館内での行動観察およびインタビュ

ーを行った。 
質問紙では、生徒の学年や読書量、図書

館内での読書材の選択行動と要因とに関す

る質問をした。質問紙の項目は、2004 年に

実施された全国SLAの読書調査1)をもとに、

図書委員の生徒 46 名に対して予備調査を

行い決定した。選択行動の質問では、図書

館内での行動 6項目を設け、それぞれの行
動をどの程度行うことが多いかを「よくあ

る」から「ほとんどない」までの 4件法で
回答を求めた。さらに、図書館に来館する

以前に、「借りたい本や読みたい本を決定し

ていることが多いのか否か」を尋ねる質問

を設けた。選択決定の要因の質問では、28

項目について「よくある」から「ほとんど

ない」までの 4件法で回答を求めた。 
 

３．分析方法 

選択要因に関する分析では、まず調査結

果を得点化し平均値を比較することで、重

要視されている要因を特定した。さらに要

因の背後の因子を確認するために因子分析

を行い、各因子が学年や読書量によって影

響を受けているかどうかについて分析を行

った。選択行動の分析では、質問紙に設け

た項目の調査以外に、行動観察にもとづく

結果、インタビューによる結果も加味しな

がら分析を行った。また、選択要因と行動

との関連性や、読書量、学年による違いな

どについても検討した。 

 質問紙調査の結果、1,000 名中 945 名か

らの回答を得たが、図書館を利用しないと

回答した生徒 69 名を除外して分析を行っ

たため、分析の対象とした生徒は 876 名で

ある。また、読書量による違いを分析する

ため、読書量に関する質問をもとに、生徒

を低群、中群、高群の 3つに分類した（表１）。 

 
表 1 読書量の分類 

読書量 低群 中群 高群 

普段の

読書量

０冊～ 

年に 1-2 冊

年に 3-6 冊

～月に１冊 

月に 

2 冊以上 

生徒数 214 人 390 人 272 人 

 

４．読書材選択要因の特徴 

4.1 選択要因の平均値の比較 

選択要因として考えられる 28 項目につ
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いて、その項目を選択の決め手としている

ことが「よくある」を 4点、「ときどきある」

3点、「あまりない」2点、「ほとんどない」

1点として、各項目の平均値を算出した。 

１）選択要因として平均値が高い項目 

生徒全体で見て選択要因としての平均値

が高い項目は、「あらすじ 3.28 点」「シリー

ズ 3.16 点」「ジャンル 3.10 点」「タイトル

3.03 点」｢著者 2.95 点｣「表紙 2.93 点｣で

ある。次いで、「楽しい本 2.82 点」「TV や

映画の原作 2.82 点」「世の中の評判 2.79

点」「新しい本 2.65 点」が高い。 

２）読書量・学年による違い 

28 項目のほとんどは、読書量高群・中群

の平均値が低群の平均値よりも高かった。

しかし、「活字の大きさ｣｢怖い本｣「ふりが

な」「受験や勉強に役立つ」については、低

群の平均値が最も高かった。また、読書量

の違いによって各項目の平均値に違いがあ

るかどうか分散分析を行った結果、18 項目

に有意な差が認められた。学年別で有意差

が認められた項目は、5項目のみであった。

このことから、読書量の違いが選択要因に

何らかの影響を与えていると推測される。 

 

4.2 選択要因の因子分析結果 

設定した 28 項目の背景には何らかの共

通した因子があると考えられる。そこで、

28 項目を対象として因子分析を行い、分析

の結果得られた 6 つの因子それぞれに「他

者からの推薦」「本の評判」「内容の感じ方」

「内容の好み」「本の外見」「読みやすさ」

と命名した。それぞれの因子ごとに読書量

の違いによる平均値の差があるかどうか分

散分析を行った。 

「他者からの推薦」の因子には、授業で

の紹介、先生の推薦など 6項目が含まれる。

これらの項目の平均値は、他の因子に含ま

れる項目の平均値に比較して低いものが多

い。読書量による有意な差が認められた項

目は、「図書館からのお知らせ」のみであっ

た。「他者からの推薦」の因子は、読書量に

かかわらず、生徒が読書材を選択する際の

大きな要因になっていないと考えられる。 

「本の評判」の因子には、TV や映画の原

作、世の中の評判、名作であることなど、5

項目が含まれる。ほとんどの項目に読書量

による有意な差が認められた。この因子に

含まれる項目は、読書量中群の生徒の方が

他の群よりも高い平均値を示した。 

「内容の好み」の因子には、好きな著者、

シリーズ、ジャンルなど 5項目が含まれる。

また「本の外見」の因子には、表紙、背表

紙、タイトルの 3 項目が含まれる。これら

2 つの因子は、いずれも読書量高群の平均

値が他の群よりも圧倒的に高く、読書量に

よる差が最も明確な因子であった。 

「内容の感じ方」の因子には、楽しい本、

感動する本など 5 項目が含まれる。これら

のほとんどの項目には読書量による有意な

差が認められない。「怖い本」には、読書量

低群が他の群よりも高い平均値を示した。 

「読みやすさ」の因子には、活字の大き

さ、ふりがな、短い話など 4 項目が含まれ

る。これらの項目の多くは、読書量低群の

方が高群・中群よりも高い値を示した。読

書量が少ない生徒は、他の生徒よりも、活

字が大きくふりがながあるなど「簡単な本」

を選択しようとする傾向がうかがえる。 

 

4.3 選択要因の考察 

選択要因として重要視される要因の全体

的な傾向は、「内容の好み」「本の外見」「本

の評判」である。これらの中でも特に「内

容の好み」｢本の外見｣は読書量高群の生徒

が他の群よりも気にかけている要因である。

また、中群の生徒の場合は、高群の生徒よ

りも「本の評判」の情報をもとに読書材を

選択する傾向が強いこと、低群の生徒は「読

みやすさ」を気にすることが多いことなど、

読書量による選択要因の差が確認できた。 

読書量の多い生徒は、多くの読書をする

ことで、自分が好きな著者やシリーズなど、

自分の好みを把握しており、その情報をも

とに読書材を探していると推測される。一

方、読書量がそれほど多くない生徒は、ベ

ストセラーや映画になった話題の本など、

一般的な読書の情報をもとに読書材を選択

しようとする傾向があると推測される。 

また、先生の推薦や授業での紹介など、

「他者からの推薦」の要因を重要視して選

択する生徒は総じて少ないことがわかった。



この原因の一つとして、他者から推薦され

ることが少ないために選択要因となること

も少ない、という可能性も考えられる。こ

の調査結果だけでは、その原因を特定する

ことができないが、いずれにしても、推薦

や紹介などの読書指導の在り方について再

考する必要性が示されたといえよう。 

 

５．図書館内での選択行動の特徴 

5.1 読みたい読書材を決める場 

 借りたい、あるいは読みたい読書材を決

める場合、来館する前にすでに決めている

生徒は 30.3％であり、69.7％の生徒が「図

書館に来てから決める」と回答している。 

この結果は「読書量」の低群、中群、高

群との間に差は認められなかった。また、

「学年」による違いもなかった。このこと

から、生徒の多くは、図書館内で読みたい

読書材を決定しており、あらかじめ読書材

を特定して来館しているのではないことが

わかった。インタビューの結果でも、「図書

館には何か面白い本がないか、探しに行く」

「図書館に行けば何かありそうだ」として

おり、図書館が読みたい読書材を探し出す

ための場となっている様子がうかがえた。 

 

5.2 選択行動の結果 

１）自分で探す行動 

来館した際に、「本の場所を聞く」ことが

「あまりない」「ほとんどない」生徒は

70.8％であった。また、「本の場所はだいた

いわかるので直接本棚に行く」ことが「よ

くある」「ときどきある」と回答した生徒は

50.0％であった。多くの生徒は、読書材の

所在を尋ねたり、調べたりする行為をあま

りせず、直接書架に向い、自分の力で探そ

うとしているようである。 

「面白い本を探そう」とする場合も、

76.5％の生徒が「ぶらぶらと探す」ことが

「よくある」「ときどきある」としており、

「面白い本がないか尋ねる」ことが「よく

ある」「ときどきある」生徒は 41.4％にと

どまった。このことから、面白い読書材を

読みたいと思っても、他人に尋ねることが

少ない姿が浮かんだ。自分で探したいとい

う気持ちの表れではないかと考えられる。 

２）展示を眺める行動 

図書館内で「展示をながめる」ことが「よ

くある」「ときどきある」生徒は 65.3％で

あり、多くの生徒が展示を眺めているとい

うことがわかった。「ぶらぶら探す」と回答

した生徒の 61.3％が、「展示をながめる」

と回答しており、両者にはかなりの相関（r

＝.600**）があった。生徒の多くは、図書館

に来て、ぶらぶらと展示を眺めながら読み

たい読書材を決めているものと考えられる。 

生徒は、図書館に来る前に読みたい読書

材が決まっているかいないかに関係なく、

「展示をながめる」「ぶらぶらする」「返却

された本をながめる」という行動をとって

いた。つまり、たとえ目的の読書材が決ま

っていても、図書館内では展示を見てぶら

ぶらする行動をとっていると推測される。

インタビューによると、「展示してあるとつ

い見てしまう」「面白そうな本が展示の中に

あることが多い」「自分が知らない本が出て

いる」など、自分にとって未知の読書材と

の出会いを展示に求めているようである。 

また、返却本コーナーを眺める行動につ

いて、生徒は「他の人が借りた本は面白そ

うだから、よく見る」「返却本コーナーで本

を見つけると面白い本が多い」としている。 

生徒は、なるべく失敗せずに面白い読書

材に出会うチャンスとして「展示された本」

「返却された本」を捉えているようである。 

 

5.3 読書量・学年と選択行動との関係 

「月に 7 冊以上」の読書をする非常に読

書量の多い生徒の 60.7％は、「本棚に直接

行く」ことが「よくある」生徒であった。

これらの生徒は、図書館の常連でもあり、

書架の配架状況もよく把握しており、自分

で読書材を探し出そうとする傾向が強いと

推測できる。行動観察の結果でも、これら

の生徒は、まず特定の書架に直接向かうこ

とが多いようだが、それ以外の生徒は、図

書館内のさまざまな場所を見て歩く傾向に

ある。質問紙に示された行動について、読

書量が多い生徒ほど「よくある」と回答す

ることが多く、活発な行動が確認できた。 

学年別の行動の違いを見ると、中学生 1

年生の方が高校 3 年生よりも図書館内で活



発に行動している。これは年齢の違いが影

響しているのか、あるいは図書館に最も近

い学年が中学 1 年生であり、最も遠い学年

が高校 3 年生であるという地理的な理由に

影響を受けているのか、この調査だけでは

判断できなかった。 

 

5.4 選択要因と選択行動との関係 

「ぶらぶらと探す」行動と選択要因との

相関関係の分析を行った。選択要因のうち

「あらすじ」には、かなりの相関（r＝. 414**）

があった。また、タイトル（r＝.360**）、表

紙（r＝.346**）にもやや相関があった。行動

観察では、ぶらぶらと探しながら、書架の

前に立ち止まり、裏表紙に書かれているあ

らすじを確認したり、帯が添付された部分

を確認したりする行動が頻繁に観察された。

インタビューでは、表紙のイラストが気に

なるという生徒も多かった。 

「展示をながめる」行動と選択要因との

相関関係を分析した結果、あらすじ（r

＝.382**）、図書館からのお知らせ（r＝.366**）、

表紙（r＝.342**）、新しい本（r＝.341**）にや

や相関が見られた。展示を眺めることは、

単にぶらぶら探すこととはやや目的が違い、

「新しく入った本」「図書館からのおすすめ

の本」の確認という認識もあるのだろう。 

「あらすじ」と「表紙」の両選択要因は、

ぶらぶら探す行動と展示を眺める行動との

双方に密接に関係していた。生徒は、これ

らの選択要因を確認することを目的として

行動していることが多いと考えられよう。 

 

６．読書案内に向けての考察 

生徒が自発的に読書をするためには、自

らが読書材を選択できなくてはならない。

そのため、学校図書館では、生徒が読書材

を選択しやすいように、生徒の選択行動と

要因の特徴にもとづいたきめの細かい読書

案内を行うことが有効と考えられる。 

選択行動の調査結果では、図書館に来る

前に借りたい読書材が決まっている生徒は

少数であった。来館した時点での情報要求

は明確ではなく、館内をぶらぶらする行動

や展示を見る行動によって情報要求が明確

になる事が多いようである。また、生徒は、

他人に尋ねたりせずに直接書架に向かい、

自分で探そうとする行動が多いことがわか

った。学校図書館における読書案内方法が、

面白い読書材を尋ねてくる生徒に応答する

相談型の読書案内２)だけでは、多くの生徒

の行動に対応できない。そこで、学校図書

館は単に要求に答える場としてだけでなく、

要求を明確にする場、あるいは要求を掘り

起こす場として機能すべきである。同時に、

図書館外での読書ニーズをどう掘り起こす

のか、援助の方法を模索する必要もあろう。 
選択要因の調査結果では、「あらすじ」「表

紙」をもとに読みたい図書を選択する傾向

が、多くの生徒に見られたことから、図書

館内では、なるべく多くの表紙を見せるよ

うな提示型の読書案内を増やす必要があろ

う。同時に、読書量がそれほど多くない生

徒が気にかける項目、世の中の評判、TV
の原作などの情報も提示することが有効だ

と考えられる。例えば、書店の平置きと同

様の展示方法、あらすじや話題性を示すポ

ップなどを学校図書館でも積極的に取り入

れる必要がある。さらに、読書量低群の生

徒は簡単に読めるものを求める傾向があっ

たため、読書力レベルについても考慮した

提示内容が必要となるであろう。一方で、

教員の推薦など「他者からの推薦」を選択

要因とすることが少ない状況をどう捉える

のか再検証することが、教育現場の学校図

書館としては必要である。 
 
７．おわりに 

本研究では、生徒の読書材選択行動の特

徴と選択の要因を明らかにし、読書量や学

年が行動と要因とに与える影響について検

討した。さらに、効果的な読書案内に向け

ての考察を行ったが、一女子高の傾向であ

ることに限界がある。今後、別校種の生徒

の読書材選択に関する調査と合わせ、総合

的に分析を行っていく予定である。 
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